























国における御家人制 確立の指標とされた。更に 近年は大番役をはじめ する御家人役への関心が高まり、その
一国車位の御家人交名の注進と併せて、特に西
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あり方や賦課形態、性格 変化など 問題から 幕府 主従制・御家人制の成立・構造とその変遷を解明しようと
? ?
































勤仕期間 勤仕者名 勤仕場所 史料
(イ) 文応元年正月(1日) -6 月晦日 深堀五郎左衛門尉行光 新院御所西面土門 i栗堀記録証文
(ロ) 弘長元年( 7 月 l 日 -12月晦日ヵ) 都甲左衛門尉惟家代官 院御所西面之土門 都甲文書
十4 文永 6 年 4 月 2 日 -7 月 7 日 若狭四郎入道代官 新院御所殿上口 東寺百合文書
い) 文永 6 年 5 月口日 -6 月日日 深堀左衛門太郎時光 五条内裏西対南妻 i呆堀記録証文
(ホ) 弘安 2 年 7 月 l 日 -9 月晦日 広峯兵衛大夫家長代官 内裏姉小路南唐門 広峯文書
ト) 弘安 B 年 7 月 1 日 -9 月朔日 鷲見安吉・諸安 大内二条西土門 鷲見家譜
(ト) 弘安 8 年 7 月 1 日 -10月 1 日 和田修理亮入道性蓮代官 院御所万里小路面棟門 和国系図附録文書







































































































































Nn 年月日 西暦 大番御家人 場所・居住者
1 文応元年1. (1)-6.30 1260 深堀行光 院・後深草
2 弘長元年 7.1-12.29 ヵ 1261 都甲惟家(代官惟親) 院・後嵯峨
3 文永 4 年1. 1-3.30 1267 山中敬西(有俊) 続・後i菜草
4 文永 6 年 4.2-7.7 1269 若狭定蓮(忠清、代官藤原忠頼) 院・後深草
5 文永 6 年 5. 口 6. 口 1269 深堀時光 内・亀山
6 文永 8 年 2.23 1271 大番之者 内・亀山ヵ
7 文永10年4. 5 1273 大番之輩 内・亀山
8 建治 2 年 9. 1 以前 1276 宗兼 院
9 弘安 2 年 5.25 1279 大番等 院・亀山
10 弘安 2 年 7.1-9.30 1279 広峯家長(子息長祐) 内・後宇多
11 弘安 6 年 7. 4 1283 藤殿大番 院・亀山
12 弘安 6 年10.20 ' 1283 大番武士 内・後宇多
13 弘安 8 年 7.1-9.1 1285 鷲見宝仏(岡安吉・諸安) 内・後宇多
14 弘安 8 年 7. 1-10. 1 1285 和田性蓮(代官頼言) 院・亀山
15 弘安10年 3.11 1287 (女房侍従)局大番武士 内・後宇多ヵ
16 弘安10年10.21 1287 門前大番 内・伏見
17 弘安10年10.30 1287 大番 院・後i架草
18 正応 4 年1. 18 1291 門前番衆等 内・伏見/院・後深草
19 正応 4 年 5.24 1291 門之(々ヵ)大番 内・伏見
20 正応 5 年1. 17 1292 禁裏・仙i同門々大番 内・伏見/院・後深草
21 正応 5 年 4. 1 1292 禁裏中門二(大)番下人 内・伏見
22 正安 3 年 1.1-6.29 1301 和田清遠 内・後二条
23 嘉元 4 年1. 11 ・ 12 1306 大番・四足番衆 院・後宇多
24 延慶 4 年1. 16 1311 大番(者) 内・花園
25 応長 2 年 2.28 1312 大番・北土門番衆 内・花園
26 正和元年 8.25 1312 門々番衆等 内・花園
27 正和 2 年 4.25 1313 四足門番衆 内・花園
28 正和 3 年 3.17 1314 諸門番衆等 内・花園
29 正和 3 年③. 4 1314 番衆 内・花園
30 正和 6 年1. 11 1317 門番衆等 内・花園
31 文保元年 2.13 1317 門番衆等 内・花園
32 文保元年 5. 9 1317 北門番衆・大番等 内・花園
33 文保 3 年1. 1 1319 守門番衆 院・後宇多
34 元弘 2 年1. 17 1332 門々番衆等 院・後伏見・花園
表 2
[凡例]
1. r年月日 j 欄の丸数字は閏月を表す。
2. r大番御家人J 欄は、人名を除き、できるだけ史料の表記に従った。





































































③寛喜三年十一月十四日は日吉臨時祭と吉田祭が催され、後堀河天皇や春宮秀仁(後の四条天皇)・中宮増子もそれぞれ棋の儀式を行ったが、春宮の儀に御膳陪膳の役として抵候していた藤原経光の許に、主殿官人が装束の不備を理由に立明の勤仕を拒否し 奉行 藤原季頼が「大番武士」をもっ 彼らを呼び寄せようとしたという情報が入ってきた。こ 目、左右馬寮 日吉臨時祭舞人の騎乗する馬の進上を遅らせてしまった で、舞人・陪従らが障の辺りで待っていたところ、舞人の中に主殿寮の官人を兼ね 者が一人いたため、春官庁より催促がかかってきた。重役を勤めるので参仕は無理だと返答すると、今度は大番武士がやって来て無理やり連れて行こうとし、冠を打ち落とした上に「於一一舞人一者一切不レ可レ勤」 暴言を吐いた。舞人・陪従らが群集して高声で訴え、
そ
の声は天皇の耳にまで達した。藤原経光 、祭儀を無事 終えることが先決とし、騒動につい は後日の沙汰と
点目)
して舞人・陪従らに進発を命じるとともに、春宮大夫大炊御門家嗣を介して天皇に事件を報告し 。以上がこの事件の概要であるが、後堀河はこの時も引き続き閑院に居住 ており、春宮もその一角で棋 儀式 行ったと思われる。従って、当日騒動を起こした「大番武士」は、閑院内裏 大番御家人であったと判断できる。
④『民経記』貞永二年(一二三一二)正月十七日条に「今夕院御所大番武士与一一歳人大進一有一一喧嘩事二五々」という
(問)
記事が見える。蔵人大進と 、当日行われた射礼及び最勝光院八議結願に伴う免者 奉行であった藤原兼高である。この前年の十月四日、後堀河は四条 譲位 、十四日 は閑 から内大臣西国寺実氏第である冷泉富小路殿
(初)































































修理のため大炊御門殿にそれぞれ滞在し いるが その他は基本的に関院に居住しており、右の文書の認識と一致する。④建保二年(一二一四)四月二十八日、順徳天皇が居する閑院の左衛門障の前を「下品男」が剣を持って通り過ぎ、陣の者の制止も聞かなかったため、障の者は飛喋を打ち剣も抜いてこれを追っ 。蔵人所衆の一人によって捕ら
(幻)
えられたこ 男の素性は「鎮西大番郎等」であった。騒動の起き 場所、及び事件の報告が内裏から後鳥羽の許に届け ている点から、この人物が閑院内裏の大番に関わりの深い武士であった可能性は高い。
⑤「古今著聞集』に、順徳天皇の頃、ある所の「幡勤者」が、殊に警備の厳しかトった内裏の大番武士をうまく欺き、
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に対して高陽院殿の守護が命じられ 六波羅でその結番 定められ ることである。こ 七日前、院御所であっ
(幼)

















盛重はこの時鳥羽上皇の北面衆の一人であり、院北面が平時に院御所を警備していたことが分かる。また、建暦三承元年(一一三一)八月二日の夜半 女 一品宮(待賢門院女蕗子内親王)年(一二二ニ)五月二十七日 朝、三条猪熊周辺の山僧神人が家主 出挙の利を責め立てて闘乱・殺害に及んだ際、
(必)
































































大番役の勤仕に際しては、勤仕指令(関東御教書)と もに各人の勤仕先を記した「関東御配分御注文」が発給されたものと思われる。少なくとも文永六年(一二六九 段階には は単に大番役の勤仕を 家人 命じるだけでなく、設置の場所や配置する を自ら指定できるようになっていた。院御所 も幕府の主導の下で運営
(日)




























































































(却)注(部)前掲「吉記」。(却)「玉葉』安元三年四月二十八日・五月二日条、(担)「山塊記』治承四年二月十八日条。(お)『山塊記』・『玉葉』治承 年 月十六日条。(お)元暦二年六月八日源頼朝袖判大一江広一冗書状案(多国神社文書、(担)元暦二年六月十日源頼朝袖判中原親能書状案(同右)。(お)『玉葉』一元暦二年四月二十七日条、同 六 十六日条。(お)『山椀記』一克暦二年七月二十二日条、『玉葉』文治元年十二月二十五日条。(幻)『後鳥羽院日記』建保 八 。(お)『古今著間集』 「日本古典文学大系」八四 岩波書店、一九六六 巻第十六・興言利口第二五。(却)「吾妻鏡』承久三年九月十六日条。(幼)『百錬抄』承久三年九月九日条、『吾妻鏡 同年九月十七日条。(HU)
吉村茂樹「院北面考」(「法制史研究』二、一九五三、林陸朗編『論集日本歴史』三・平安王朝〈有精堂出版、九七六〉所収)。





















































The Kamakura Bakufu and the Changing Positionality of the 
Kyoto・oban'yaku (京都大番役)
Eiichi KIMURA 
The purpose of this study is to reconsider the meaning of 
Kyoto-oban 'yaku, the dury of guarding some gates in the Dairi (出e
emperor's quarters) or the Inてgosho (the retired emperor's quarters) 
carried out by warriors of the Kamakura Shogunate_ This aim is 
achieved by paying close attention to the changes in the physical 
positionality of the guards themselves. 
When Kyoto-oban うlakU was formed in the last stage of Heiaﾍl 
period, Guards were placed only at some gates in the Dairi. But foｭ
llowing the War of Jokyu (perhaps as early as Go・Takakura包 reign
as insei, but definitely by the time of Go-Horikawa's) , warriors of the 
Kamakura Shogunate started guarding gates not only in the Dtiiri 
but in the In-gosho as well. 
It 'was because the Kamakura Shogunate systematized the 
Kyoto-oban う，aku and took the initiative in managing it that they were 
able to succeed in establishing the In司gosho guard duty as well. Guarｭ
ding gates in the In-gosho established the position of the Kamakura 
Shogunate as the power which protected and controlled imperial 
authority in medieval J apan. On the other hand, the position of 
retired emperor, which had been free from the purview of official 
imperial protection, relatively lost its quality of independence as 
imperial authority. 
キーワード:京都大番役鎌倉幕府内裏院御所承久の乱
